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1 緒 言

熱帯樹木の性質を調べていると,その中に宗教とくに仏教に関連した植物の名がしばしば出てくることに

気がつく｡このことは仏教が前6世紀にインドに興り,東方に発展し, 1世紀にはシルクロー ドから中国に

伝えられ,さらに朝鮮半島をへて,すでに6世紀の中頃日本に伝来し,わが国の文化,美術に大きく貢献し

たことを考えれば当然のことで,今更気がつくのはむしろうかつな話であるかもしれない｡これらの植物は

本来,仏教 義々の説明や宗教活動のために利用されたものであるが,このうちのかなりの数の樹木が,建築

材料,家具材料あるいは美術工芸材料として,また香料植物,薬用植物,花井植物として,すでに古くから

われわれ日本人の生活の中にとけこんでいる｡それにもかかわらず,仏教樹木として案外われわれに理解さ

れていないのは,それなりの理由があったかもしれぬが, 1つには日本では仏典自体が理解することよりも

むしろ儀式用として利用されていたことに原因しているといえよう｡

植物と人類の公的な関係は,歴史学的には最古の原始人と考えられるアウス トラロピテクスが地球上に出

現した時代にはじまる訳であろうが,地球上の植物がゆたかになり,人類の智慧が進んだホモサピエンスの

時代からその近密度が急速にましたものと推定される｡その後,前30〇0年頃から歴史上にあらわれたセム族

の問にはすでに聖木崇拝の習慣があり,樹木はよく比境に使われ,大木は力,長寿のシンボルであり,果実

の豊作は神の恩恵,不作は神の怒りであった｡

したがって仏典にもまたこのような思想が流れており,そこに登場する樹木を通して古い時代の人間生活

に対する樹木のかかわり方,いわば樹木文化史の一端をうかがい知ることができ,木材学にたずさわる者に

とっても興味深いものがある｡この事がサンスクリッ ト語もパーリー語も,また仏教学も,わずかに垣間み

たにすぎない筆者をして,おこがましくもtLの仕事にかりたてた1つの理由でもあろう｡

さて,とれらの樹木の検索と解説には,国訳一切経,Pall-EnglishDictionary,Sanskrit-EnglishDictio-

naryを3つの主軸にして,末尾の各書を参考にさせていただいたが, 仏典関係の参考書には仏教専門語が

用いられていて,一般に理解しにくいものもあるので,できるだけその意味を失なわない程度で解りやすい

ものになおしたものもある｡失礼をお詫びすると共に,これらの著者,訳者の方々に深い敬意と感謝を捧げ

たい｡

樹木はサンスクリッ ト語,パーリー語原語のはっきり判っているもの,漢訳語でも確実に学名の把撞でき

るものだけを抽出して正確を期した｡しかし,上記の原語と樹木学名との間にはまだ不明な点の多いものも

あり,筆者の浅学のために思わぬ誤 りを犯しているものがあるかもしれない｡これらについてはそれぞれ専

門の方々の御叱正をいただき訂正してゆきたいと念願している｡

本文は国訳一切経という尤大な仏典のうち,主として法華部,華厳部および阿含部と世界古典女学全集の

仏典Ⅰ,Ⅱによって調査したものの,さらにその一部で,まさに氷山の一角にすぎない｡また調査の目的は
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広く仏教樹木の木材利用におけるポジションをはっきりさせることであり,木材の組織や材質について専門

的に深く立ちいることを避けた｡今後もこの意味で時間の許すかぎり引続き調査を進めて逐次発表し,機会

をみて再整理したいと思っている｡

樹木の配列は植物分類表によらないで,仏典にたびたびあらわれるもの,仏教 義々と樹木利用の2つの面

から重要と思われるもの,あるいはそれに関連の深いものから順次配列しただけで,それ以外に特別の意味

をもっている訳ではない｡

各論の見出しの樹木名は原則として和名を用い,ついで学名,サンスク1)ッ ト名 (またはパーリー名),

漢訳名または中国名の順としたが,サンスクリット名や漢訳名などを見出しに使った方が一般に判りやすか

ったり,纏めやすい場合にはこの順序をいれかえた｡また樹木名には非常に多くの和名,漢訳名,中国名,

イン ド名があり,中途半端な羅列はかえって混乱をまねくおそれがあるので,最も代表的なものだけにとど

め他は省略した｡

写真は,国内では大部分京都府立植物園,東京大学小石川植物園,国立衛生試験所伊豆薬用植物栽培試験

場,静岡県有用植物園,太地熱帯植物園および京都大学古曽部温室などで撮影したもので,その際多くの方

々に御世話になった｡また主要樹木の1つであるオーギヤシの写真は佐竹利彦氏の,またサーラーの写真は

インド林業試験場長およびナラヤナムルチ博士の御好意によったものであり,パキスタン,イン ド,セイロ

ンおよびシンガポールの各植物園でのものは当研究室の大学院学生滝野真二郎君 をわずらわした ものであ

るCこれらの方々には深い感謝の意を表したい0

2 総 論

仏教にはいろいろの樹木,花井,香木,香花が,単なる教義上の比境として,あるいは身を清め,精神を

安定させ,悟りの場を作り,悟 りえの境地をたすけ,悟 りを祝福するものとして,あるいはまた人間の平等

を説き,自然界の調和を尊ぶ比職としてなど,いろいろの意味で引用されている｡このうち,比較的単純な

教義上の比職として引用されている場合が最も多いようであるが,単純なだけにまたきわめて 明快でもあ

り,樹木の特性をよくつかんだものが多い｡

これらの内,通俗的に有名なものは

ア シ ョ カ SaracaindicaL (A岳oka)

インドボダイジュ FicusreligiosaL.(Bodhi)

サ ー ラ ShorearobsiaGaertn.(S豆1a)

の3樹種である｡アショカは釈迦の生誕,結婚に,インドポダイジュはその成道 (悟りをひらくこと)に,

サーラはその入滅 (死)に関連があり, これを仏教3霊樹と呼んでいる｡ インドポダイジュはイチヂク属

で,日本で普通ボダイジュと呼んでいるシナノキ属のものとは種類が違 う｡最後のサーラはイン ドの3大有

用樹種の1つでもある｡これに

タマリンド TamarindusindicaL.(Amla,Ciiic云)
エ ソ ジ ュ SophorajaponicaL.

を加えて仏教5木ともいう｡タマリン ドは釈迦や仏弟子たちがよくこの木の縁蔭の下で冥想し,説教をした

といわれ,ギt)シャ薯学のプラタナス PlaianusorienialisL.とともに学林樹木であるとされているが,筆

者の調査した範囲では仏典にほでてこない｡ 簡単に断定はできないが,タマリンドは焚語で Amlaとよび

マンゴーの Amraと似ていることからマンゴーと混同されたのではないかと思われる｡それはともかく,

タマリンドはインドからマライにかけて広く栽培されているが,果実は食料として非常に用途が広く,古い

樽代にはインドの主要食料の1つであった｡材もまた諸器具用として有用な樹木である｡エソジュは中国原

産で,中国では神聖樹でもある｡仏教とともに日本に伝来したといわれているが,おそらく中国,日本あた

りで5木に加えられたものであろう｡これも種子,材ともに有用な樹木である｡
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さて上述したように学林樹木としてほ筆者はタマリンドよりもむしろ

マ ン ゴー MangiferaindicaL.(Amra)

をあげたい｡仏典によれば釈迦はたびたび多くの弟子たちと共に各地のマンゴー林に滞在し,その緑蔭の下

で思索し,説教しているが,その生活は丁度日本の林間学校のようなものであったろうと想像される｡彼等

はまた, マンゴーの林内で,おそらくは南国の名栗といわれるその果実をも十分楽しんだことであろう｡

サーラも平家物語などで釈迦入滅の木としてあまりにも有名になりすぎているが,本来はむしろ学林樹木と

して重要な役割を果している｡

仏教樹木には今 1つ有名なグループとして fivecelestialtrees(flowers)がある｡それは一般には

デ イ コ EryihrinaindicaL.(Man(ほrava)

大 デ イ コ 〟 (Mah云man(ほrava)

マンジュシャカ ? (Ma五jushaka)

大マンジュシャカ 〟 (Mah云ma‡ijushaka)

と 蓮 華 Nymphaeaspp. (Padma)

または フイリソシソカ BauhinilavariegataL･(Kovidara)

の5種であるが,はじめの4種がレギュラーで,よく天からふりそそぐいわゆる ｢天華｣として扱われる｡

大デイコ,大マンジュシャカは単にデイコ,マンジュシャカの偉大さ,美しきを強張しただけであるが,い

ずれも仏陀や菩薩の冥想や悟りの喜びを祝い,会い難いことにあう喜びの慶祝華である｡これらの天華や,

極楽世界をはじめとする多くの仏国土を象徴するクーラ,タマ-ラなど,神話的な世界の植物に実存の植物

をあてている所に,脱しきれぬ人間性があらわれていて,面白くもあれば,またかなしくもある｡しかし,

こういう話はどの神話も共通的 なものをもっている｡旧約聖書,創世紀にでる ノアの箱舟の材料は昔は

Cupressusだろうといわれていたが,この執 まFraxinus説が有力だそうだし, トロイアの木馬は Abies

で作られたそうである｡

3霊樹や5木という名は後年インド以外の国,おそらく日本あたりでつけたものではないかと思われる

が,仏典には釈迦が祇園精舎で比丘たちに述べた説教の中に ｢五樹の教え｣〉というのがあり,5樹木が次の

ような意味に引用されている｡

｢ニグローダ,ウドンバーラ,プラクシャ,カッチャパ,カピッタ-の種子は小さいが放任しておくと大

木となり, 他のいろいろの小木を被圧して, その生長を邪げる｡ これと同様に心が正しくないと五蓋 (貴

欲,いかり,身心沈滞,精神不安定,莱)がほしいままに広がり善心を覆って障害となる｣(法華経一樹経)

ニグロ-ダ (Nyagr6dh豆) FicusindicaL.

ウドンバーラ (Udumbala) FicusglomerataRoxb.

プラクシャ (Plaksha) FicusinfecioriaRoxb.

カツチャパ (Kacchapa) CedrelaToonaRoxb.

カピック- (Kapitthaka) FeroniaelephantumCorrea.

これらの樹木の特長については後章で説明するが,このうちとくにニグロ-ダとカッチャパは巨大樹とな

る｡

前述したように,ある種の樹木はセム族時代にすでに長寿や力の象徴であり,神聖なものであったが,仏

典の中でもある種の樹木は,単なる教義上の比職から次第に神秘的な色彩をおび,偉大なる悟 り,偉大なる

悟 りを得た老となり,あるいは金,級,戎泊など7種の宝石,いわゆる七宝で作られた宝樹となって,如来

たちの悟りを祝福し,仏国土を飾る｡インドボダイジュ,ニグロ-ダ,マンダーラヴァ,クーラなどがそう

である｡

さて,樹木を教義上の比境に用いた例をあげると,たとえばジャータカ (J云taka:平川彰訳 本生経,仏
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典 Ⅰ)では

｢この世に仏陀という大樹があるならば,よく一切の天人 (霊的存在),世人 (人間),阿修羅 (魔神)た

ちの煩悩という毒蛇を除くであろう｡もろもろの衆生 (いきもの)が仏陀という大樹の涼しい木蔭に住むな

らば,煩悩という毒は消失するであろう｡････-ア-ムラ (マンゴー)の木の花は多いが実を結ぶものが少な

いように,菩提心 (悟 りをえようとする心)を起すものは多いがこれを成就するものは少ない｣

マンゴーはこの文章の通り花は沢山咲くが結実は少ないoというよりむしろ花 (不完全花)が多すぎると

いう表現の方が適切であろう｡

また,維摩経 (Vimalakirti-nirdega:中村元訳 経歴経,仏典II)では

｢汚れのないことがらはその林の樹木である｡悟 りの心は浄らかな妙なる華であり,解脱 (悟 りをひらく

こと)したと知る智慧はその果実である｣と述べ

華厳経-離世間品第387で普賢菩薩は次のような煩を作っている｡

｢菩薩は蓮華の如く,藩を根とし,安穏を茎とし,智慧を蕊とし,--･また菩薩は妙法 (仏法)の樹にし

て直心 (菩提を願 う其欝の心)の地に生じ,伝 (心を清浄にする碍神作用)を種とし,慈悲を限とし,智慧

をもって身となす｡方便 (すぐれた説得,指導方法)を枝幹となし,定 (安定不動の心)を菜とし,神通

(神通力)を聾とし,一切の智 (物事の実体を知り迷を断ち決断しうる力)を栗となす｣

また雑阿含経一種樹経,大樹経では

｢人が木をうえる時,はじめは小さいが,これに肥料を与え,水を与えて撫育すれば,ついには大樹とな

る｡これと同様に貴欲,いかり,ぬすみその他の煩悩や執着に心をしぼられると,愛欲や愛欲を求める心,

坐,塞,柄,死,憂悲,悩苦など順次生じて,ついには四苦,八苦などいろいろの苦が集まり大昔 (108苦)

となる｣

という意味のことが述べられ,中阿含経一戒経には

｢仏教における戒は木の根の如きものである｡木はその根を断つと莱,塞,華,果皆うることができな

い｡同様に比丘が守るべき戒を犯すと悟 りをうることはできない｣

仏教はまた,人間の平等,自然界のありのままの姿一調和一を尊び,この思想を樹木や動物を介して,教

義の中にしばしば強調している｡

釈迦在世当時のインドにはバラモン教の影響でカス ト(インド特有の強い階級制度)がしかれ,バラモン

が最も尊く,次で王族,庶民の順で,隷民 (征服された先住民)が最も下層階級とされていたが,仏典はは

っきりこれを否定しているo

｢サーラの薪から生じた火は焼く力があるが,他の木の薪から生じた火は焼くはたらきがないというよう

な区別はない｡ ---これと同様に人には生れの貴嬢による差別はない｣(Sutta-nipata:中村元訳,ブッダ

の言葉,岩波文庫)

ヴァジラスッチ (Vajrasdci:中村元訳 金剛の針,仏典Ⅱ)では, さらに多くの樹木が人間の平等のた

めに登場してくる｡

｢ヴァタ,ヴァクラ,パラ-シャ,アショカ,クマ-ラ,ナ-ガケシャラ,シリ-シャ,チャンバカなど

もろもろの木には菜について,花について,果実,種子,樹皮,樹幹あるいは芳香などについて区別があ

る｡しかし,バラモソ,王族,庶民,隷民には身体,四肢,皮膚,肉,血,骨などについて区別はない｡ま

た,快,不快,坐,死,セックスなどに関してもすべて平等である｡･--また,ウドンバーラやパナサの果

実のように,同一の樹木から生じたもろもろの果実は,皆同じであり,枝から生じた果実,小さな幹から生

じた果実,大きな樹幹から生じた果実などという区別はない｡これと同じように,もろもろの人間にも区別

は存在しない｡いずれも同一の原人から生じたものである････-｣

これらの樹木の特長を引用の範囲で簡単に説明すると
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ヴ ァ タ (Vata)

ヴ ァ ク ラ (Vakula)

･ミラーシャ (Pala畠a)

ア シ ョ カ (A岳oka)

ク マ - ラ(Tamala)

ナ-ガケシャラ (N畠g声kesara)

ツリーシャ (Sirisa)

チャンバカ (Campaka)

ウドンバーラ (UdumbAla)

パ ナ サ (Panasa)

FicusindicaL.は大樹となり

MimPoPsElengiL.は花に新酒のような芳香があり, 香水をとり,

果実,種子は食用となる｡

ButeafrondosaRoxb.

SaracaindicaL.ほともに花がきれいであり

Cinnamomum TamalaNees?は葉,樹皮が香料となる｡

MesuaferreaL.ほ花に芳香があり,材は有用

AlbiZZiaLebbehBenth.ほ花に芳香,樹豚から香料をとり

MicheliaChamPakaL.は花から香水をとり

FicusglomeraiaRoxb･

ArtocarPusiniegrifoliusAuth･はともに果実が幹生である.

勝葦経で,スリーマーラ夫人は

｢大地は4つの大いなる重荷の支えとなります｡すなわち大地は大水の集まった大海と,すべての山や土

地を支え,すべての植物- 草木,薬草,花,蘇- の生育場所,そしてすべてのいきものの生活基盤で

あります｣(Srima15-sutra:高橋直道訳 勝葦経,仏典II)

といい,また法華経一薬草愉品で釈迦は弟子のマ--カッシャパに

｢全世界の山川糸谷に生ずる雑草,潅木,薬草,樹木などの上に密雲が覆い雨ふらすとき, これらの植

物はその大小に応じてひとしくうるをされ,それぞれその本分に従って生長し,花を咲かせ果実をみのら

せる｡如来の出現も丁度この大雲の起るようなものである｡衆生 (いきもの)の能九 精根,体力に応じ

て教えを説き悟りをえさせるものである--･｣

と教え,人類のみでなく自然界はすべて,ありのままの姿で調和さるべきことを説いている｡

仏典にはまた,各種の香木,香花,香油などがいたる所に出現する｡インドのような熱帯では,日本で

想像する以上に多くの香料がいろいろの目的で利用されているが,仏教では香木や香料は人間の葺欲,いか

り,無知,その他あらゆる煩悩を払い,心身を清浄と愛情で満たし,悟 りえの道をたすけるものであり,普

た悟りの喜びを祝い,仏を供養するものであり,さらには仏国土の象徴でもある｡

釈迦は阿含経で

｢王や大臣が諸香を使うごとく,比丘や比丘尼は戒をもって塗香となし,善を修得する｣ (中阿含経一三

十愉経第5),

｢たとえば百草薬木が皆地によって生長しうるように,いろいろの書法は皆不法逸 (もっぱら精進するこ

と)によることを本とする｡すなわち,不放逸が一切の書法の中で最上である｡これは丁度,黒い沈水香

が諸香の中で最上であり,赤栴檀が堅い香の中で最上であり,優亮羅華が水陸の諸華の中で最上,末利華

が陸華の中で最上,闇浮巣がすべての果実の中で最上であるごとくである｣ (雑阿含経一不放逸根本経,

中阿含経一愉経第25)

という意味の説話をしている｡

大無量寿経,阿弥陀経,法華経,華厳経などに引用されている香花,香木は神話的なものが多いが,樹木

学の立場から,できるだけ沢山の樹木,香木がパL/-ドする数節を抜葦して紹介しよう｡

釈迦が王舎城の著聞堀山中や舎衛城の祇園精舎で愛弟子のアーナンダやシャーリブトラなどにのべた極楽

世界の話の中に

｢極楽世界には阿弥陀如来の菩提樹がある｡その高さ1600ヨークヤナ (Yojana,由旬 ‥長さの単位で約 4

km,12km,あるいは 14･4km ともいわれる),大枝が垂れること800ヨージャナ,根の高さと太さ500

ヨージャナ,常に葉,花,果実あり,-････また,そこには大河があり,クマ-ラの葉,アガル,カーラア
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ヌサーリン, タガラ, ウラガサーラチャンダナなどの最上の香を含む水が流れ,青蓮華,紅蓮華,黄蓮

華,自蓮華に覆われている｡-････またそこには七重のクーラの行樹 (並木)があり,七宝からなる池があ

る｡池中には車輪ほどの大きさの蓮華があり,青色,黄色,赤色,白色を発し,--昼夜6回,鼻陀羅華

が雨とふる｣

沈 水 (沈香)(Agaru)

赤 栴 檀 (Candana)

優 姦 羅 華 (Utpala)

末 利 華 (Mallaka)

闇 浮 果 (Jambu)

ク マ - ラ

ア

カーラアヌサ-1)ソ (Kalanus豆rin)

タ ガ ラ (Tagara)

AquilariaAgallochaRoxb･からうる香木

SantalumalbumL よりうる香木 (栴檀)の一種

Nym♪haeaStellataWilld.青蓮華

JasminumSambacAit.の花 (香水の原料)

EugeniaJambolanaLam.の果実

前 出

前 出 沈水

SiyraxBenzoinDryand.よりうる香料

TabernaemonianacoronariaWilld.花に芳香

ウラガサーラチャソダナ (Uragas畠racandana)栴檀の一種

青 蓮

紅 蓮

黄 蓮

白 蓮

メ

鼻 陀 羅

華 (Utpala)

肇 (Padma)

華 (Kumuda)

華 (Pupdarika)
ラ (でala)

肇 (Mandえrava)

前 出

NelumbonuciferaGaertn.

NymphaeamexicanaZuc.?

NymphaealotusL,

BorassusjlabelliferL.荘厳樹

前 出

しかし, これらの話の中で最もわれわれの魂をゆさぶるのは,一切衆生書見菩薩の焼身の物語りであろ

う｡すなわち

｢悟 りをひらいた書見菩薩は恩師日月浄明徳如来に対する供養は自己の肉体を捨てるにしかずと考え,柄

檀,薫陸,兜楼婆,畢力迦,沈水などの樹脂を食べ,瞭葡などの花の香油を飲むこと1200年,身に香油を

そそぎ自らの身を燃やす｡この火は1200年 (あるいは12000年)間燃え続け,書見菩薩は再び生れ変る.

これが後の薬王菩薩である｣(法華経一案王菩薩本事晶)

薫 陸 香 樹 (Kunduru(ka)) Boswelliathrifera? 樹皮から柔かい,芳香をもつ樹脂を分泌する｡こ

れを乳香 olibanum という

兜 楼 婆 (Turuska) olibanum のこと

畢 力 迦 (Seph豆lika) NycianthesArbor-tristisL･花に芳香あり

沈 水 (Agaru) 前 出

瞭 葡 (Campaka) 前 出

焼身は如来-の最高の供養であるが,同時にまた至高の悟 りをうるための悲願でもあり･その精神は現代

のヴェトナムにおける比丘たちの世界平和-の崇高なる焼身の非願にも通じているoミイラもまた,たとえ

生命がなくなっても肉体はそのまま残って,釈迦入滅後56億7000万年をへて,弥勤菩薩のこの世えの出現を

まって再生を願うものであり,これはまた,現代の冷凍人間ベッ ドフォー ド博士の願にも通じているといえ

よう｡いずれも人間の悲鮫の究極の姿であろうo

法華経,阿弥陀経,大無量寿経に考えられている宇宙は･法華経的表現を借れぼ ガンヂス河の砂の数ほ

どもあるいろいろの仏国土,いはば仏国土系からなりたち,その構想はあたかも近代科学によって組立てら

れた太陽系ないしは銀河系に相当し, 釈迦を教主とするこの婆婆世界 (Sah豆-1oka)の西方十万億土のかな

たには阿弥陀如来を教主とする極楽世界 (Sukhavati)があるo このような宇宙観は100年あるいは200年
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前には一般民衆にとっては単なる神話にすぎなかったが,スブートニック,アポロあるいはマ1)ナや火星3

号がとぶ現代では,浄土であるかどうかは別として逆にいちぢるしく現実性をおびてきているoこの雄大な

構想は現代はともかく,科学知識の低かった当時では一流の知識人や予言者たちが一堂に集まってゼミナー

ルを開いても,とうてい生れるものでない｡おそらく唯1人の超霊感の持主によって発想されたものであろ

う｡とすればやはり釈迦自身の教えの中にすでにこの思想が含まれていたと考えるのが妥当であろう｡

歴史的事実として,至高の悟りをひらき仏陀 (如来)となったのは釈迦ひとりであるが,後年になって釈

迦以前に6人の仏陀がこの世に出現したという考え方が生れた｡これを過去六仏といひ,あるいは釈迦を加

えて過去七仏ともいっているOこれらの仏陀にはいずれも釈迦のインドポダイジュに相当する菩提樹 (菩提

すなわち悟りをえた時の樹)があるので最後にこれを紹介しておく｡

累 婆 戸 仏 (Vipassi):

戸 棄 仏 (Sikhin)･.

累 舎 婆 仏 (Vessabhd):

拘 楼 孫 仏 (Kakusandha):

拘 郡 舎 仏 (Kon畠gamana):

加 葉 仏 (Kassapa):

P云tali,SiereosPerumum suaveolensDC..?

Pupdarika,Nym♪haealotusL.

S豆la,ShorearobstaGaertn.

Sirisa,AlbizziaLebbekBenth.

Udumbま1a,FicusglomerataRoxb･

Nyagr6dha,FicusbengalensisL･

3 各 論

1) サ ラ ー ShorearobstaGaertn.Sala,沙羅 (双)樹

｢疎園精舎の鏡の声,諸行無常の響あり,沙羅双樹の花の色,盛者必衰の理を顔す｣で有名な沙羅双樹が

これである｡釈迦がヒラニヤヴァティ河畔で入滅 (死)を予知し,弟子のアーナンダに命じて,東西南北に

一対づつはえているサーラの木の間に,北を枕に床を用意させ浬巣 (あらゆる煩悩を滅した完全最高の仏教

的理想境)にはいり入滅した悲しみの木として,日本人の間ではその名はあまりにもよく知られているが,

インドにおける重要樹種であることは意外に知られていない｡おそらく木材学者の中でもこれがラワンの同

属であることに気のついている人は少ないであろう｡

サーラほインドにごく普通にある樹木でチーク TectonagrandisL.f.,ヒマラヤシダー Cedrusdeodara

Loud.とともに3大重要樹種として各地に植林されているが, ヒマラヤ山麓, 中央インド東部およびベン

ガル州西部に多く,古くからよく純林をなし,釈迦や文殊菩薩らが遊行中しばしば,バッダサーラ林,ゴー

写真 ト ShorearobstaGaertn.沙羅双樹の薫

くPresident,ForestResearchlnstitute,DebraDun,および Dr･D･Narayanam叫 iの御好意による)
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シソガサ-ラ林,ローイッチャ､サ-ラ林その他各地のサ-ラ林に滞在して宗教活動をしていたことが仏典に

記載されている｡ (華厳経一入法界品第39,雑阿含経-疾漏尽経,因業経,採蘇経,中阿含経一算数目健遠

経第s,長寿王本起経第7,無刺経第13,牛角婆羅林経,長阿含経-露庶経など)

これはサーラの木が大きく,葉がよく繁茂し,その緑蔭は涼しく,その林は丁度林間学校のように団体生

活に適していたためでもあるが,サーラ林の奥深 く1人はなれて,樹下に結蜘妖座し冥想するためにも利用

されている｡ (中阿含経-長寿王本起経第 1)

釈迦が当時のイン ドの階級制度を否定し, サーラの木を引用して人間の平等を説いた話はすでに紹介し

たが

｢サ-ラ林をよく撫育すれば美林をうるごとく,戒を守ればよい結果をうるであろう｣ (中阿含経-算数

目健連経)

などサーラほ仏典では,悲劇の木としてよりも,むしろ縁起のよい,有用樹として引用されている場合が多

いo事実サ-ラという言葉自体は吉兆を意味し,魔除けの意味で古代から椅子やベッ トに使用され,チ-ク

やナガミパンの木とともに船の材料として用いた事が記述されている｡日本の寺院でも霊樹として,古い昔

写真2 ShorearobustaGaertn.沙羅双樹 写真 3 StewartiaPseudo-CamelliaMax.

(同 前) ナツツバキ (比叡山浄土院)

に植栽されたと伝えられるものもあるが,熱帯樹であるから露地では生育しない｡比叡山浄土院観前のサー

ラの木と伝えられるものはナツツバキ StewartiaPseudo-CameluaMax.であるとされている｡

さてサーラは樹高40-50m,樹幹直径 1-2.5m,枝下20mに達する落葉の大喬木であり,その種子は焼

けば食用になる救荒植物で,1897年のイン ド大飢健の折にこれが大いに役立ったといわれている｡また子葉

の油を salbutterとよび料理,燈火用に使われる｡

インドでは一般に salと呼び, 前述したようにチーク, ヒマラヤシダーと並ぶ3大有用樹種の1つで,

とくにネパール,ベンガル北部,アッサム地方のものが上質である｡辺材は黄白色,心材は黄褐色から暗褐

色を皇し,強度,耐久性,耐蟻性がよく,代表的な構造用材である｡インドのパータリブ トラ市にあるマウ

1)ヤ朝 (Maurya:前317年～前180年)の遺跡から salの梁が発掘されており,その他の出土品からもこの
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材がかなり用いられていたことが推定され,おそらく釈迦在世当時にも建築用材として相当利用されていた

ことが推察される｡鉄道枕木として最適の樹種で第2次世界大戦末期には年間200万 トンも伐採され,その

中1/3が枕木に利用されていた (Chowdhury,IndianWoods)｡その他柱,柿,建築一般,橋脚,橋桁,電

柱あるいは船舶用 (とくに丸木船),変った所ではピッケルアーム,テント棒など広く土木,建築用に使わ

れている｡ またその樹皮はかつて重要なタンニン資源であったが,現在は燃料としての重要性がまだ無視

できないし,最近はボード原料としての研究もはじめられている｡樹皮を傷つけて採取した樹脂はカーラ

(K51a)とよび宗教儀式の薫香や蚊やりに用い,ボートのコーキング剤,塗料としても利用できる｡ ただし

収量は少ない｡

ShoreaobtusaWall.は Burmasalと呼び, 亘-ラによく似た材でタイではテン (teng), ビルマでは

シ トヤ (thitya),カンボヂヤではプチェック (phchek),ラオスではチック (chick)とよび,ほぼサーラと

同じ用途をもっている｡

2) イン ドボダイジュ FicusreligiosaL.Bodhi(vrksa),A岳vatta,菩提樹

現世の無常を感じ出家したゴータマシックルタ (釈迦の王子時代の名)がさまざまな遍歴,苦行の末,最

後にナイランジャナ-河のほとりのアシュヴァツタの木の下で至高の菩提 (悟り)をえて仏陀になったこ

と,それ以後この木を菩提樹とよぶようになったこと, あるいはその前後のさまざまの物語りは専門書に

詳しく述べてあるが,そのうち樹木にも関係の深い物語りとして 01denbergの TheVinaya-Pitakaによ

ると,

｢悟りをひらいた釈迦は1週間インドボダイジュの下で神々の祝福をうけ,法悦にひたり,第2週目には

冥想から立上ってアジャバ～ラ (Ajap51a)の木の下に移り, ここで再び冥想にふけり,第3週にはムチ

ャリンダ (Mucalinda)の木の下におもむき,さらに7日間冥想した後,ラージャーダナ (Rajadana)の

木の下に移って1週間結伽扶重し解脱 (煩悩の束縛からの解放一悟り)の楽みをうけ,第5週目には再び

アジャバ-ラの木の下におもむく｣

写真4 FicusreligiosaL.インドボダイ

ジュ (小石川植物園)

写真 5 同 前

(Delhi,BuddhaJayantiMemorialPark.)
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これらの樹木については後章で逐次説明するが Ficus(イチヂク属)にはいわゆるイチヂクF.CaricaL.

のような有用果樹,インドゴム F.elasiicaRoxb.などのような有用,観葉植物,インドボダイジュのよう

な神聖樹などが含まれており,果樹のイチヂクは 日本では庭に植えると病人は断えないが子孫が絶えると

か,病人のうなり声で木が育つなどといわれ忌樹として喜ばれないが, インドではインドボダイジュのほ

か,パンヤソ樹 F.benghalensisL.,ウドンゲ F.glomerataRoxb･などは,神聖樹,智慧の木,あるい

は縁蔭樹として大切にされている｡

さてインドボダイジュほ後世仏陀の偉大さを象徴するものとして次第に神秘化され,荘厳化され,巨大化

されてゆく｡たとえば釈迦が悟りをひらいた時,その地には七宝造りのインドボダイジュが出現し (華厳経

-世主妙厳品第1,法華経一捉婆達多品第12,化成愉品第7),阿弥陀如来の極楽世界には一本の巨大なイ

ンドポダイジュがあり (前述),常にさまざまな色,形の菜,花,果実をもち,これが微風に吹かれるとき,

その妙音は無限の世界に達し,これを聞くものは耳の病を患うことなく,この木を見,その香を知り,その

味をなめるものは病気にあわず心の乱れることはない (大無量寿経)0

このような神話的なものは別として,きわめてまれであるが,Ficusをいわゆる花のない木として現実的

な扱いをしている例もある｡前述の Sutta-nipataの中に

｢イチヂクの木の林の車に花を求めても得られないように,もろもろの存在のうち堅固なもの (本性)を

見出しえない修行者は,この世とかの世をともに捨てる｣

インドボダイジュほ,後述するようによく中国原産のボダイジュと間違えられるが, イン ドジュズノキ

ElaeocarpusGalu'trusRoxb.ともよく間違えられるoインドジュズノキの種子は菩提子 (金剛子)とい

い直径約 1cm,ほぼ球形で表面に凹凸があり,これをそのまま,または磨いて作った数珠は功徳無量 (ムク

ロジ SaPindusMukurossiGaertn.の種子で作った数珠は功徳千倍,水晶は功徳百万倍)といわれているO

ネックL'スなどにも用いるCネパール, アッサム,ベンガルからマライまで分布生育している｡気乾比重

0.4-0.45の軽い木で箱額に使 うこともあるがあまり利用されない｡

写真6 ElaeocarpusGanitrusRoxb･インドジュズノキ

(Singapore,BotanicGardens･)

インドボダイジュは常緑で高さ6-20m,樹幹直径1-2mに達し,写真でみるように樹高の割に樹幹が

太く,枝が四方にはって樹冠が広い｡葉は卵形であるが先端がきれいに長くのびた独特の形をもち鮮麗な青

緑色を墓しており, インドの代表的な縁蔭樹である｡若葉は食用,飼料になり,樹皮からタンニンがとれ

る｡ またシェラック樹脂を分泌するラック虫がよく寄生する｡ インドでは材を pipolと呼び,灰色をして

軽軟,気乾比重0.55位で箱物や農器具用材に適するが本来神聖樹としてあまり利用しないo木はこれを材と
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して利用するばかりが能ではない｡樹木として活かした方がはるかによい場合も多い｡インドポダイジュ,

ベンガルボダイジュ,アショカなどは,このような樹種であろう｡

日本では温室でしか育たないが,葉の形と色調が非常にきれいなので,最近は式場の生花用に引張りだこ

だそうである｡そのせいかどうかしらぬが,京都近辺の温室にあるインドボダイジュは,いつみても素っ裸

にされており,丁度,やせおとろえて, あばら骨のうきでたガンダーラ (Gandhara)の苦行する釈迦像を

連想させていたいたしい｡

3) ボダイジュ TiliaMiquelianaMax.菩提樹

インドポダイジュほよくこのシナノキ科,属のボダイジュと間違えられる｡この木は中国原産の落葉樹で

葉がインドボダイジュに一寸似ているため,中国で間違えられ,そのまま日本に伝えられたものであろうと

いわれている｡永万3年 (1168年),僧栄西が中国天台山の菩提樹の種子を持帰 り,福岡県の香椎神社にう

えたとも,あるいは比叡山の西塔に植えたとも伝えられているのが最初である｡その後,仏樹として多くの

寺院に植えられ,いろいろの伝説もうまれている｡~

写真7 TiliaMiquelianaMax.ボダイジュ

(比叡山浄土院)

写真8 同 前

樹高は普通10-15m, 樹幹直径約 60cm に達する喬木で,6月頃淡黄色の花がさき果実は小粒の球形で

核は堅く数珠用に珍重される｡材は比較的軽軟で,気乾比重0.62,黄白色撤密でキャビネットや細工物に適

するが霊樹としてあまり使用しない｡

4) ベンガルボダイジュ FicusbengalensisL･Nyagr6dha,Vata,(/i)Ajapala-Nigrodha,尼拘律

(類)樹

通称 Banyantreeと呼び, 前述の Vinaya-Pitakaによれば,釈迦がインドボダイジュの下で障りをひ

らいた後第2週目と第5週目に,またラリタグィスタラ (Lalitavistara:渡辺照宏訳 仏教上,岩波文庫)

によると第6週目に,それぞれこの木の下で1週間坐禅冥想した由緒の木で,高さ20-30mに達する常緑の

喬木である｡葉は卵形,直径 1-ノ2cm の球形の実が沢山なるが普通食用にはならない｡ 樹幹完満,枝葉繁

茂してよい縁蔭樹となり,インドでは豊穣と長寿と神聖のシンボルとされている｡枝から多数の気根を出し
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写真9 FicusbenghalensisL ベンガルボダイジュ

(小石川植物園)

これが地上に達すると,つぎつぎに丁度樹幹のようになるので,一本の木があたかも林のようになるo写真

11はカルカッタ植物園にある世界最大といわれるベンガルポダイジュの気根の部分で,樹令約200年以上

樹高約27m,主幹の胸高直径約 5m,気根の数1044本 (1965年現在),樹冠直径約130m,周囲500mで,樹

下に数千人の人が遊ぶことができるといわれる｡京都大学農学部の北側にあるグランドが500m トラックで

あるからその巨大さが想像できよう｡これらの性質を仏典では次のように引用している｡

仏教の理想を人間の相の中に表現しようとするためには,32相をそなえることが必要であるが,その中に

其青眼相と大直身相というのがある｡眼は青蓮華のように青く,身体は広大端直であたかもニグロ-ダのご

とくでなければならぬ (中阿含経-32相経第2,華厳経-入法界品,雑阿含経-婆韓沌経)｡ 釈迦は正しく

そのような相をそなえていた｡

｢悟 りはあらゆるもののうち最もすぐれたものであるから丁度ニグロ-ダのようであるOあまねく一切の

ものを覆って匹敵するものがなく,ウドンバーラのようである｣(仏説無量寿経巻下)

｢貴欲,嫌悪などの煩悩は自身から生ずる｡それはあたかもニグロ-ダの新しい若木が枝から生ずるよう

なものである｣(Sutta-nipata:中村元訳 ブツダの言葉,岩波文庫)

写真10 同 前

(W.Pakistan,Lahore,LaurenthGarden･)
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写真11 同 前

(Calcutta,ⅠndianBotanicGarden･) ｡

釈迦の父王シュツドダーナの居城であるカビラ城外には立派なニグロ-ダ樹園があり,釈迦は後年,高弟

や比丘たちとともにたびたびこの樹園に滞在して宗教活動をしていたことが中阿含経,雑阿含経あるいは増

壱阿含経の中の各経に記述されている｡

ニグロ-ダはまた過去六仏の第6番加薬仏の菩提樹であることはすでに説明した｡善住尼拘類樹王にまつ

わる面白い寓話もある (中阿含経一教曇弥経第14)0

ベンガルボダイジュはインド各地に植栽されているが,ヒマラヤ山中腹とデッカン山地に自生している｡

材は耐久性が強く,テントの支柱や器具類に適するが,霊樹として普通使用しない｡

5) 7ショカ SaracaindicaL.A岳oka,阿輸迦樹,無憂樹

仏教3霊樹の1つで,釈迦の生誕と結婚に関係の深い目出度い木であるが,サーラやインドボダイジュほ

ど日本人にほしられていない｡釈迦生誕に関する伝説を前述のラリタグィスタラや仏本行集経によると

｢未来の仏陀たるべきゴータマボサツ (釈迦)がシャーキャ一族の王シュツドダーナの妃マ-ヤの右脇腹

から母胎にはいると,妃は今迄に経験したことのない観害と心の安定を覚え,城内のルンビニ-園のアシ

ョカの木の園におもむき父王を迎えてこのことを伝える｡-･-托胎後10カ月,妃は王城内におこるさまざ

まな不思議な前兆によって出産の近いことを予知し,ルンビニ-園におもむく｡時は早春,園内の木とい

う木には時ならぬものまで花が咲き揃い,妃があるプラクシャ (Plakga,前出)の木 (一説にはアショカ

の木)に近づくと自然に枝が垂れ下り,妃が右腕をのはして一本の枝をつかんだ時,ボサツは母の右脇腹

から歩み出る｡生れたばかりのボサツが大地を歩むと,大地が割れ大きな蓮華が咲き出る｡ボサツはこの

蓮華の中に立ち "私は世界の第一人者である｡最高者である｡これは私の最後の誕生である｡私は生と死

の苦をうち消そう"と第一声をほなつ｣

長阿含経一初大本経第1によると, この第一声は, われわれ日本人になじみの深い ｢天上天下唯我独為

等｣となる｡

シュツドダーナはわが子にシック-ルタと名付ける｡

｢シック-ルタ太子の周囲には幼少の頃から,将来出家して仏陀となるべきさまざまの奇蹟があらわれる

ため,王や古老たちは太子が成年に達するとその遁世をおそれて,早く美しい妃を選ぼうとし,アショカ

の赤い花を篭にもって宝石で飾り,国中の乙女を城に集め,太子の手から乙女たちに花をおくらせる｡最

後の花がつきた時に,同じシャーキャ王族の姫ヤショーダラがあらわれ,太子は姫にアショカの花の代り

に指輪を与える｣
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この姫が後年シッタールタ太子の妃になる｡

アショカは樹高6-7mの落葉の中喬木で,葉は写真でみるように長楕円按針形の小葉からなる偶数羽状

写真12 SaracaindicaL.アショカ

(Singapore,BotanicGardens.)

写真13 同 前

複葉で,新葉は淡紫紅色を呈して下垂する｡春に燈黄から緋紅色の花が円錐花序につき,その美しさは他に

比べるものがないといわれている｡とくに夜間に芳香をはなつ｡中部ヒマラヤから東部ヒマラヤの山麓に多

く,セイロン,マレイに分布している｡

6) プラクシャ (ビン ドラ) FicusinfectoriaRoxb.Plaksha,Bhindura,毘陀羅樹

釈迦生誕樹は普通アショカの木になっているが,ラリタグィスタラによるとアショカは入胎樹,プラクシ

ャが生誕樹となる｡この木はよくインドボダイシュと間違えられるが,大方広仏華厳経不思議分境界分によ

ると

写真14 FicusinfectoriaRoxb.プラクシャ

(W.Pakistan,Lahore,LaulenthGarden･)

- 22-



満久 :仏 典 の 中 の 樹 木

｢釈迦はインドポダイジュの下で悟りをひらいたが,その木はきわめて荘厳で,マンダーラヴァ,ビンド

ラをのぞいては比肩しうるものがない｣

と記述して区別している｡落葉樹で葉は写真14でみるように卵形披針状,樹形もインドボダイジュよりひと

回り低い｡ベンガル,アッサム州に多く,若葉を食用にすることもある｡材はとくに利用されない｡

7) ジャンボラン EugenlaJambolanaIJam.Jambu,閣浮樹

ラリタグィスタラや中阿含経一味曽有経,雑阿含経一阿育王因縁経などによると,シッタールタは幼少の

頃から将来仏陀となるべき相をそなえていたが,ある日ただ 1人城内のジャンプ-の木の下に静坐して冥想

にふける｡太陽が懐くにつれ,他の木の蔭は動いてゆくが,このジャンプ-樹の蔭だけは動かずにいつまで

も太子の上を覆っているのがみられたという｡これと同じ内容の話は,太子が仏陀となった後年ジャンプ-

をクーラやサーラにかえて伝えられている (中阿含経一味曽有経)｡ ジャンプ一にはこのような神話的,寓

話的物語 りが非常に多いが,それはともかく,釈迦はその生涯においていろいろの木の下で冥想にふける

が,おそらくこのジャンプ-が最初の冥想樹であろう｡

写真15 EugeniaJambolanaLam.ジャンボラン

(W.Pakistan,Lahore,LaurenthGarden.)

ジャンボランはインド各地に広く分布している常緑的落葉樹で,樹高6-10mの潅木性喬木であるo葉は

広い卵形で,果実は渠果で生食でき,酒や酢の原料にもなるので,果実を目的として村落や家の周囲にも植

栽されている｡仏典ではこの実を ｢不死の実｣｢黄金の実｣とも呼び,総論でものべたようにすべての果実

のうちの最上のものとしている｡

材をジャマン (jaman)と呼び,赤灰色を呈し,濃いFEEJ責をもつものもあるo気乾比重0.77位で耐久性も

かなりよい｡強度的性質はチークに似ているがやや硬く,一般建築構造材や枕木として使用される｡また合

板用にも使われるがやや重いのが難点である｡選材すると非常によい木理がえられるので家具,キャビネッ

ト用に喜ばれ, 将来家具用材としてのびる可能性があるといわれている｡ カソボヂヤではプリン (pring)

とよばれる材の中に含まれていて,建築,構造,枕木用材あるいは農器具,杭,造作用として広く使用され

ているようである｡

8) オーギヤシ BorassusflabelliferL.Tala,多羅樹

一般にパルミラヤシ (palmyrapalm)と呼ばれるが, ビルマではタン (tan) または トディ (toddy)

とよび,インド, セイロン, ビルマからマライにかけて, ココヤシ CocosnuciferaL.に次ぐ重要なヤシ

として植栽されているが,一部野生化した所もある｡ 高さ10-30m,直径 60-90cm にも達する｡葉は掌
バイ タ

状で,屋根を葺き,繊維でむしろ,篭などを作る｡古代にはこの菜を乾燥して紙のようにしたものを貝 (多
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ラ ヨウ
荏)葉とよび,インドでは主に経文を刻んだ｡日本における仏教の研究はおもに漢訳本によっていたが,サ

ンスクリット語の古貝葉が法隆寺や大阪府高貴寺などに保存され,法隆寺のものは推古天皇16年 (608年)

小野妹子が中国から持帰ったものと伝えられている｡花硬から出る液を toddyと呼び甘く,煮つめて砂糖

代用としたり,酒を作る｡上記の樹木名はこれからきたものであろうo幼巣はジェリ-状で風味がある｡樹

幹は内側は柔かいが外側は褐色で堅く強く耐水性にとむo気乾比重0.8位で,柱,たる木,カヌーなどに,

また中空にして水管にも使用するなど非常に利用価値が高いので,インドの農家では家の周囲に植え, lつ

の風物となっている｡ これとパンノキ Artocarpusspp.を数十本植えておけば, デカンショ節ではないが

半年は楽に寝てくらせるという｡

さてクーラが最初に釈迦に関連して仏教史上にあらわれるのはその婚約の時であろう｡ アショカの項で

のべたように シッタールタ太子 はヤショーダラ姫を妃にきめたが,婚約をするためには当時の習慣にした

がって, ライバルと武技を競って勝ちぬかねはならぬ｡彼はこの競技で従兄弟のデイバダックと最後の決

戦を行ない,鉄製の的もろとも 7本のターラの幹を 1本の矢で打ちぬき,美事ヤショーダラ姫をかちとる

(Beckh,Buddhismus:渡辺照宏訳 仏教上,岩波文庫,方広大荘厳経-現芸品第13)0

仏典ではクーラの木はまた宝多擢樹 (七宝でできたクーラ)の行樹 (並木)あるいは七重行樹 (七重の並

木)として,蓮華,マンダーラヴァ,クマ-ラなどとともに阿弥陀如来の仏国土である極楽世界や毘産遮耶

仏の仏国土たる蓮華蔵荘厳世界をはじめ多くの仏国土を象徴する荘厳樹として扱われる (阿弥陀経,大無量

寿経,華厳経一法蔵世界品第5,人法界品など)0

写真16 BorassusjlabelliferL.オーギヤシ

(Bangkok,佐竹氏写)

写真17 同 前

(Ceylon,Peradeniya,RoyalBotanicGar-
dens.佐竹氏写)

インドでは古くから,霊場の参道などの両側にオーギヤシの並木を作る習慣がある (写真17)｡ また法華

経一入法界品第39にはタ-ラの万能性を比職にした次のような説話がある｡

｢菩薩の菩提心はグーラのようなものである｡その根茎枝葉華巣を一切の衆生は常にとって愛用し,しば

らくもやむことなし｡菩提心もまたかくのごとし｡はじめ悲願の心を発揮してより成仏 (悟 りをひらくこ
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と)に到るまで正法 (仏法)は世に任し,常時一切の世界を利益して問歓することなし｣

オーギヤシはごくまれに枝を出すこともあるが,普通樹冠部をきれば枯死する｡仏典でもしばしばその根

本を断絶することを ｢クーラーの頭をきる｣ごとしと表現している｡たとえば,雑阿含経一大空法経に次の

ような釈迦の言葉がある｡

｢老死即ち断ぜば則ちその根本を断ずるを知らん｡多羅樹の頭をきるがごとし｡未来世において不生法を

成ぜん｡行即ち断ぜば-･-｣

これは仏教の真理である因果関係を教えたもので,苦悩の原因を除去すればおのずから苦悩から解放され

浬巣をうるという意味である｡ またテ-リーガータ (Theri-Gat豆:早島鏡正訳 長老尼の詩,仏典I)に,

王女スメ-ダが仏教に帰依し,父王に出家を顕う対話の中にも次のような言葉がある｡

｢はかない栄華はなんの役にも立ちません｡私はもうもろもろの欲望を離れすてて,丁度クーラの木の切

株のようになっています｣

9) マンゴー MangiferaindicaL.Amra,(/i)Amba葦羅樹

南国の名果マンゴーの果樹,樹高20-30m,直径0.8-1.0mに達する常緑の大木で,葉は長楕円形で,黄

色または帯緑色の小さな花が頂生の大円錐花序に沢山つき,芳香があるが,不完全花が多くその割に結実が

少ない｡それでも随分沢山の果実がなる (写真19)｡原産地はインドまたはビルマといわれ,両国ともにマ

ンゴーについてはいろいろの伝説があり,仏前によくこの果実を供える｡ヒマラや山麓からビルマにかけて

多く,広く東南アジア地区に果実を目的として栽培されている｡

マンゴーは仏教に非常に縁の深い学林樹木で,釈迦はその遊行中しばしば各地のマンゴー林に滞在してい

る (雑阿含経,長阿含経)0

その中でもバーバー村の鍛冶屋の子チュンダのマンゴー林,べ-サ!月寸の遊女アンバパーラの寄進したマ

ンゴー林が有名である (長阿含経一散陀難経第4,増壱阿含経一勧請品第19,雑阿含経一番羅女経)0

釈迦はチュンダのマンゴー林に滞在中,彼がとくに釈迦のために作った食事 (一般には野猪の肉といわれ

るが一説には栴檀樹茸 り白檀の木にできた茸"ともいう-長阿含経,遊行経第2)のために赤痢状のはげし

写真18 MangiferaindicaL.マンゴー

(小石川植物園)

写真19 同 前

(W･Pakistan,Lahore,LaurenthGarden.)
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い陵痛になやまされ,その死を早めたと伝えられている｡アンバパーラほパ-1)一語でマンゴーの果実とい

う意味で,彼女はべ-サリ城のマンゴー林にすてられていた (一説には奈樹の癌から生れたともいう一長阿

含経,遊行経第2)のを管理人が拾い育ててこの名をつけたといわれている｡美貌で後に高級遊女になった

が,後年釈迦に帰依しマンゴー林の寄進を申出た｡当時インドには強い階級制度がしかれ,このような職業

の女性からの寄進を釈迦がうけいれるかどうか注目されたが,人間は平等であり区別はないとする釈迦は快

くこれをうけアンバパーラ女が歓喜したと伝えられる｡

教義の比境としてもマンゴーはよく引用されるO

｢無常想 (諸行無常ということ)を修得すれば,一切の執着,菱,無智などを断つことができるO これ

は,丁度マンゴーの枝を暴風がゆり動かせば,その果実がことごとく落ちるようなものである｣ (雑阿含

経-樹経)

｢マンゴーの木の花は多いが実を結ぶものは少ない｡ これと同様に衆生の中に菩提心を起すものは多い

が,これを成就するものは少ない｣ (ジャータカ:前出)

なお,漢訳阿含経ではしばしばマンゴー林に捺林という訳語が出てくる0校は中国でカリンCydonlaSi-

nettsisThouin.を意味し,脊羅横,春摩勤という字もあて

ているが,中国原産でむしろ寒地に適しインドには生育しな

い｡マンゴーより樹形が低く,葉もマンゴーの長楕円形按針

状に対して卵形であるが果実の形,大きさが似ているために

混同されたのかもしれない｡カリンの果実は非常によい香り

をもつが生食できないoパーリー原語からみても捺林はマン

ゴ-林を意味し,長阿含経-初大本径第 1ではアンバパーラ

ー女を奈女と訳し ｢奈樹の癌節より生る｣としていることか

らも上の推定に間違いはないと考えられる｡

マンゴーはインドで am,ambaともよび,材は褐色,気

乾比重0.6-0.7で耐水性強く,強度もほぼチークなみである

が,変色しやすく製材後すぐ乾燥する必要がある｡シッソ-

DalberbOiaSissooRoxb.やインドチャンテンCedrelaToona

Roxb.とともに用途の広い材で床板,天井板 その他一般建

築,一般家具材および箱 (とくに茶箱)の材料として利用が

多いC合板にも使える｡ ビルマでは thayet,タイでは ma-

n川ang-paとよんでいるがこの木の栽培は材よりもむしろ果

実にある｡台湾の台車から彰化に通ずる沿道数kmにわたっ 写真20 CydoniaSinensisThouin･カ1)ソ

て林務局管理の美事なマンゴーの並木があり,果実は国庫収 (箕面 ･勝尾寺)

人にあてられているそうだが,日本の1級国道なみの帝のラッシュにあの美事さがいつまで続きうるかひと

ごとならず気がかりである｡

10) ビャクタン Santalm album L･Candana,檀香 (樹)

実生でよく発芽し1年位は自生するが,その後は根に多くの寄生根を出して,他の木の眼に寄生しないと

育たないという珍らしい半寄生木で,その育成には特殊の技術を要する｡葉は卵形披針状,樹高約10mに達

する常緑の中喬木である｡材は一般に交錯木理が多く,辺材は白色,心材は産地によって淡黄色から紫褐色

を皇し,外気にさらされると暗色をおびる｡原産はインド南部であるが,広く東南アジア,ポリネシア群島

に分布している｡辺材には香気はないが心材中にサンタロールを主成分とする精油を含んでいて芳香を発し,

とくに精油分が多く香気の強い部分は香木として愛用され,これを栴檀といい,色調によって自栴檀,黄栴
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檀,紫 (蘇)栴檀ともよんでいるが,漢訳仏典では樹木も香木もともに栴檀と訳している｡気乾比重約0.9

で硬くて重く,仏像,彫刻,宝石箱,装飾家具,楽器,変った所では高級棺材としてかつて中国へ相当量輸

出されていたが,現在はどうであろうか｡日本では白檀の扇子が最近目につく｡また心材を粉末にして薫香

にするが,インドではこれを練って塗香として愛用する｡心材とくに根株から水蒸気抽出した精油を白檀油

とよび,ペニシリンが発見されるまでは有名な性病の薬であった｡

写真22 MeliaAzedarachL varjaponicaMakino.

センダン (京都植物園)

写真21 SanialumalbumL.ビャクダン

(台湾 ･墾丁 ･熱帯植物園)

漢語の栴檀,英語の sandal(wood)はいずれも死語の candanaから転じたといわれ, インドでも通常

sandalwoodと呼んでいる｡日本でいうセンダン科,属のセンダン Melia Azedarach L.var.japo一

m'caMakinoには中国語の棟という字があてられ,全く別の樹種である｡日本のセンダンには花,材とも

に芳香はないが, これに最も近いタイワンセンダン MeliaAZedarachL.の花には-I)オ トロープに似た

芳香があり,同属のインドセンダン M.AzadirachtaL.も花に芳香をもち,種子から香油がとれ,材を焼

くか,摩擦すると芳香を発して涼気をさそうといわれているO

｢栴檀は双葉より香し｣の栴檀はもちろん白檀のことで,観仏三味海経巻第1の

｢センダソがイラン華中に生じ,まだ双葉にもならぬうちは発香せず,唯イランの臭気のみあるが =栴檀

の根芽漸 生々長し,わずかに木とならんと欲し香気まさに盛なり=｣

から出たものである｡

マガタ国の王子アジャータサットが父王ビンピサ-ラを幽閉して死に到らしめたのは有名な話であるが,

釈迦は祇園精舎で比丘たちに ｢後年王となり,この悪行を悔い仏教に帰依せり｡これ恰もイランの毒樹より

栴檀を生ぜるごとし｣と無根の場所から信仰が生じたことをのべている (増壱阿含経一括信士品第6)｡イ

ランは焚語 erapda,RicinuscommunisL.トウダイグサ科の トウゴマでいわゆるヒマシ油の木である｡

日本でツタ./と呼ばれる材にはよくDalbergiaspp.のものが混入されるが,本来のシタン PierocarPus

santalinusL･は材に香気があり, 欧州では sandalwood,日本では紅木紫檀, 古くは赤栴檀とよび,仏

像,器物,彫刻に用いたことがいろいろの古典に記されており現在も三味線の梓,胴には最高級品である｡
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京都嵯峨清涼寺の釈迦如来立像は,寺伝では牛頭栴檀をもって蘇られた如来の像 (増壱阿含経一優墳王経

?)の模像で,インドー中国一日本のルー トで将来したとされ,赤栴檀を以て作られ, =香ありて夏月汗を

生ず 'ともいわれている｡また室生寺の弥勤菩薩,高野山金剛峯寺の枕本尊,法隆寺の九面観音菩薩はいず

れも寺伝では将来仏で白檀造りとされており,京都伏見区法界寺の薬師如来立像は赤栴檀,京都高雄神護寺

の薬師如来立像,七本松清和院の河崎聖観音立像は弘法大師作のいずれも檀像と伝えられており,京都大原

野村勝持寺の胎内仏薬師如来小像は白檀の一木造りとされているが,これらの仏像とくに将来仏の由来,材

質については諸説いりみだれているものもある｡

仏典に出てくる栴檀の種類にもあいまいな所があるが大体次の3種類になる｡

ウラガサーラチャンダナ (Uragasaracandana),蛇心憎香,海此岸栴檀

ゴーッィルシャチャンダナ (Go昌ir!acandana),牛頭栴檀

カーラーアヌサーリンチャンダナ (K豆1anusarincandana),隔時焼香

ゴーッィルシャチャンダナは インド南部の山地からでる黄栴檀で,最も香気の強い高級品,赤銅色の栴

檀や赤栴檀もこの部類にはいるとされている｡ カーラーアヌサーリンチャンダナは筆者には K51anusarin

(StyracBenzoinDryand,安愚香樹)と candana(栴檀)に分けた方が妥当ではないかと思われるが一般

には1種類として扱われている｡

これらの栴檀は当時のインド人たちが薫香や塗香として身につけ,暑気を払う心身清浄剤としていたこと

辛,建築,家具,その他器物の用材として仏廟や僧房の一部に使用 (法華経一序品,方便品,信解品など)

されていたことは歴史的な事実であり,また如来たちや法華経を信奉する人々がロから青蓮華の香を出し,

一一切の毛孔から栴檀の香を出すという表現はあながち仮空のことではない｡しかし一般には栴檀は如来たち

の坐誕,成道 (悟 りをひらくこと)あるいは説教を慶祝して空中からふりそそぎ,如来を供養し,仏国土に

薫るという神話的な取扱いの方が多い｡

栴檀を教義の解説に利用している例を1つあげると,弥勤菩薩がスダナ王子に

｢黒栴檀香はもし一鉢を焼けば,その香普く小千世界 (仏教で考える世界の1つの単位)に薫じ,三千世

界の中に満つる珍宝の価値は皆およぶこと能はざるごとし｡菩薩の菩提心の香もまたかくのごとく,功徳

は普く法界に薫じおよぶものなし｡白栴檀香はもし身に塗れば一切の熱悩を除き,心身清浄ならしめる｡

菩提心もよく一切の煩悩 (貴欲,いかり,無知などその数108という)を除き智慧をえて清涼ならしむ｣

(華厳経-入法界品)

変った例としては-青年が美しい尼僧スパーを誘惑しようとして

｢新しい布団をしき,栴檀の香木で美しく作られ,その香りのする高価な臥床に寝て下さい｣

と口説く一節がある (チ-リ-ガ一夕 Theri-Gath云:早島鏡正訳 長老尼の詩,仏典Ⅰ)o

中阿含経一遊行経第2によれば,釈迦は臨終の折,弟子のア-ナンダに命じて

｢私の遺体を火葬にする峰は転輪王 (7つの神通力と4つの徳を備えで世を治める神話上の帝王,神話で

はよく釈迦にたとえられる)と同じように栴檀香櫛 (棺)におさめ,栴檀その他の香木を薪にせよ｣

と遺言しているが,インドでは昔から薪の中に加えられる白檀の枝の量が死者の貧富の尺度となるといわれ

ている｡

現在でも火葬は聖なるガンジス河などの河畔で衆人環視の中で行なわれるが,上記の尺度がいまなお残っ

ているかどうか筆者ほしらない｡

ll) タ マ ー ラ CitlnamOmum TamalaNees?Tam豆1a,多摩羅抜香樹

葉に芳香をもち,チャンダナその他の香木や マンダーラヴァなどとともに, しばしば仏典にあらわれる

那,かなり問題のある樹種で,いろいろの辞書から結局次の3種があげられる｡

xanthochymusPicloriusRoxb.(GarciniaxanihochymusHk･)
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LaurusCassiaL.

cinnamomumnitidumBl. ト
i

この内最後の C.niiidum はあまり生育していないらしく,Hookerも?をつけているので筆者にはそれ

以上立入る資格はない｡ .

漢訳仏典ではほとんどが X.Pictoriusとしている｡Hookerによるとこのシノニムに Garciniaxantho-

chymusHk.があり,G.morellaDesr･には別名 Tamalaの名があるが,この両樹種はいずれも葉に芳雫

がなく,仏典のクマ-ラとは別のものと考えるのが妥当である｡LaurusCassiaのシノニムには

CinnamomumTamalaNees.

CinnamomumzeylanicumBreyn.

があり,仏典の内容から考えて,このどちらかがタマ-ラであるとみるのが妥当であろう｡前者はインドヒ

マラヤ山地方原産,後者はセイロン原産であるが,非常によく似ており,セイロンニッケイの総称で,セイ

ロンからビルマ,マライ地区にかけて栽培されている｡昔から有名な香料,薬用植物で,高さ10m前後の廃

線喬木,菜をもむと芳香を発し,若葉は淡紅色できれいである｡ニッケイ類の樹皮の上皮をのぞいて乾かし

たものを桂皮と呼び,そのまま粉末にして菓子や料理の香辛料としているが,セイロンニッケイの粉末はと

くにシナモンと呼んでいる｡また桂皮や根を蒸溜して桂皮池,葉から肉桂水を作り香料,健胃剤とする｡

写真23 Garcinia xanthochymus Hk･ 写真24 Cinnamomum zeylanicum Breyn.

クマゴノキ (伊豆薬用植物培栽試験場) セイロンニッケイ(伊豆薬用植物栽培試験場)

総論で述べたようにクマ-ラの菓 (tam51a-pattra)は神秘化され, センダンやマンダーラヴァの花とと

もに,仏国土や仏塔を荘厳し芳香で満す (大無量寿経,観無量寿経,阿弥陀経その他)0

l
I

ダマン諸島に分布し,果肉をシャーベットや薬味原料とするため栽培されている｡また G.morellaはアラ｢

ダルとよび,インドのベンガル,アッサム地方からビルマ,タイに産し,樹液から黄色染料がとれる｡同属
1

に果物の女王といわれるマンゴスチンの木 G.mangostanaL.がある｡

12) シ ･.Jソー DalbergiaSissooRoxb･Sill岳apaF舎婆 (F満智,申恕)樹,印度黄檀
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マンゴー,サーラとならぶ学林樹木で,釈迦たちはたびたびコ-サラ,マラー,クルー国 (いずれも釈迦

看三世当時のインドの16大国の1つ)の各地のシソサパー林に滞在して宗教活動を行なっている (雑阿含経一

申恕林経,頻頭城経,私陀迦経,繋紐多羅経,中阿含経一仏藍経第6,波羅牢経第10,蝉韓経第7,求法経

第 2など,長阿含経一遊行経第2)0

釈迦はある時ラーi>ヤグリ- (王舎城)郊外のシソサバ-林におもむき,数枚のシソサパーの菜を手にと

って比丘たちにいう｡

｢私の手にしている菜は林内のシソサバ-の葉の数に比較すると非常に少ない｡これと同じように私が覚

知していることは非常に多いが,話すことは非常に少ないから,各自それぞれ増上欲を起して (努力し

て)無間覚 (自ら悟ること)を学びなさい｣

これも総論で述べたように,釈迦が比丘たちにそれぞれの能力,環境,精進に応じで悟りを得させようと

する考え方を示したものといえよう (雑阿含経一申恕林経)0

写真25 DalbergiaSissooRoxb･シッソー

(W.Pakistan,Lahore,LaurenthGaTden･)

シッソーは高さ25-30m, 直径 70-80cm に達する落葉樹で, 葉は3-5葉の複葉であるo仏典のご

とくインド各地にあるが, とくにパンジャブ, ウッタル地区に多い｡通常 sissoまたは shisham と呼び

DalbergialatifoliaRoxb.(rosewood)と共にインドの重要樹種である｡材は黄褐色から暗褐色を星し,

気乾比重0.8前後,木理がきれいで D･laiifoliaとともに高級家具とくに椅子,キャビネットおよび車輪,

運動具などに用いられる｡

13) ヒマラヤシダー CedrusDeodaraLoud･Devadaru,雪松 (木権,天木香樹)

法華経方便品第2に

或有起石廟 栴檀及沈水 木橋井飴材 屯瓦泥土等

(或は石廟一仏廟-を起て,栴檀及び沈水,木橋並びに飴の材,執瓦泥土等でなす)

この木橋の原語は Devadaruすなわち C･DeodaraLoud･でいままでの仏教樹木中唯一の針葉樹であ

るo漢訳仏典では木橋または天木香樹としたものが多く,訳註に ｢形白檀に似て微かに香気があるといわれ

る｣とされている｡天木香樹は一般に JuniperusrigidaS･etZ･で別名和白檀ともいい,J･chinensisL

にも白檀という別名がある｡C.DeodaraとJ･rigidaは葉の形やつきかたも比較的よく似ており,いずれ

も共通的な樹脂の香りかあることや昔から ｢シダ-｣と ｢ジュニパー｣が混同されていたことなどを考える

と,天木香樹という漠訳語や註のような混乱がおこる可能性は十分考えられる｡しかし漢訳語木権の根拠が

どこにあるのかわからない｡漢字木密は Zizyphus,橋はIlliciumreligiosumS･etZ･にあてられている｡

- 30 -



満久 :仏 典 の 中 の 樹 木

さてヒマラヤシダーはインドで deodarと呼び,･総論で述べたようにサーラ,チークと共に3大重要樹種

である｡標高2000-2500mに生じとくにヒマラヤ山脈周辺に多く,原産地では樹高50m,直径3mの巨木と

なる｡日本には庭園樹とt/てなじみの深い木であるが材は案外利用されていないo材は淡黄白色で,気乾比

重0.56,心材に揮発性のデオダール油を含み独特の香気がある｡耐久性が強くインドでは枕木に最も多く利

用されているが,その他建築,橋梁の構造部材,床板,屋根板など一般建築,箱類などにも使用されるO節

から樹脂がいつまでもしみ出るので家具にはあまり使用されない｡

Deodarや rosewood(Dalbergialaiifolia)で作った木棺がHarappa遺跡 (前3000年～前2000年頃西パ

キスタンからインドにかけてのインダス河流域に栄えた都市)から発見されており,その耐久性のよさを物

語っている｡

写真26 CedrusDeodarLoud.

ヒマラヤシダー (京都植物園)

写真27 TectonagrandisL.f. チーク

(伊豆薬用植物栽培試験場)

14) チ ー ク TectonagrandisIJ･f.S豆ka,直樹,柚木

仏典にはそうたびたびは出てこないが,長阿含経阿摩尽経第1での釈迦の話によると,育,声摩という大

王に4人の王子がいたが, ざん言によって国を追われ, ヒマラヤ山南部の直樹林 Sえkasandaに住み子孫

をふやした｡これが釈迦族の先祖であるという｡したがって直樹林は釈迦族発生の地で,その意味で仏教史

的に重要な樹種であるが,たびたび述べたように材の性質,蓄積など,木材利用学的にもインドの重要樹種

である｡

樹高25-45m,直径1-2mに達する大木で,葉は卵形,楕円形で写真27でみるように非常に大きい｡イ

ンド,ビルマ,タイ,マレイ,ジャワからセレべス島に分布する｡生長に遅速があり,台湾では10年で胸高

直径 30cm に達したという記録がある｡ 環孔材の特長として生長,比重の適度のものが強度的に最も材質

がすぐれ,チークの場合年輪密度 2-･51/cm がよいとされている｡材質や用途については説明するまでもな

いと思われろが,気乾比重0.6-0.7,辺材は灰白色であるが心材は黄褐色で耐久性がよく,虫害にも強いの

で産地では鉄道の客車,貨車,船舶および家具用重要樹種である｡

わが国にも高級家具,キャビネット用に輸入されているが,色調,材質はビルマ産が最もよく,タイ国,
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インドネシャ産が これに次ぐといわれている｡ インド産はやや色調がこいが,木理がきれいだともいう｡

Sissooと共に吸脱湿速度の遅い材で,この点も家具材としてすぐれている｡

インドでは teak,ビルマでは kyunと呼びその蓄積は世界一といわれる｡ タイ国でも Shoreaにつぐ主

要樹種である｡

15) シ ー タ ー MeliaAzadirachtaIJ.?Sita,F陀樹

テ-ラガータ (Thera-Gatha:早島鏡正訳 長老の詩,仏典Ⅰ)に

｢ひとりでシーター林にはいり,満足し,心の安定に任した修行者は,身毛のさかだつことのない勝利者

であり,身体に関する心の専注を守 りつづける堅固者である｣

｢美しい花のさくシーター林の冷やかな洞窟のなかで,わたしは手足に水をそそいでひとり径行しよう｣

という詩があるo舎衛城郊外にシーター林 (白itavana,F陀林)があり,夢葱として暗 く(andha),夏なお

寒さを覚える (岳ita)くらいであったので,一名暗林,寒林ともいい,釈迦はよくこの林の中の丘に住んで

いたという｡

また増壱阿含経一安般品第17では Andhavana(安陀林,暗林)は舎衛城郊外の比丘尼専用の園林で,比

丘専用の祇園精舎に相対するものであったらしいと訳註しており,雑阿含経では安陀林は疎開精舎内にあっ

て,釈迦はよくここで冥想にふけったとのべている｡こういったことから戸陀林と安陀林は同一ではないか

という説があり,またシーターは園の所有者の名ではないかという人名説もでているo

写真28 MeliaAZadirachtaL.インドセンダン

(Delhi,BuddhaJayantiMemorialPark･)

楽譜 台ita自体いろいろの意味をもっているが, 上のテ-ラガーターの詩からむしろこれを樹木名と考え

るのが妥当であるかもしれぬ｡その場合,次の3樹種がでてくる｡

CalamusRotangL

CordiaMyxaL.

_PMeliaAzadirachtaL.

C.Rotangは トウ属, ロタントウであるからまず該当しないとすれば, あとの2樹種のいずれかになる

訳であるが,上のいろいろの事例から筆者は最後の M.Azadirachtaではないかと思う｡

朗.Azadirachtaは常緑の樹高12-15mに達する通直な高木で,菜はセンダソに似ているが写真のように

銀歯が鋭く,輪生である｡白色小形の花が版生円錐花序について,蜜のような香気をはなつ｡インド原産で

ヒマラヤ地区に多いが全国に分布し,ビルマ,インドネシャ,フィリピンに及んでいる｡インドでは神聖樹

とされ,衛路衛,縁蔭樹としても有名である｡ M.AzedarachL.とともに種子はビーズとして装飾用とな
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るが,種子油をインドでは neem,セイロンでは margOSa,ジャワでは minbaと呼び薬用にする｡材は焼

くか,摩擦すると芳香を発して涼気をさそうといわれている｡マホガニーに似て,辺材は灰色,心材は赤褐

色で硬く,かなり耐久性があり,家具,キャビネット用に利用する｡

C.Myxaは常緑ではあるが潅木性の小喬木である｡葉は大体楕円形,核巣は約 2cm の卵形で,果肉は

食用,薬用になる｡-ヂプトからインド, セイロン, ビルマ, マライに分布する｡ またこの葉は Grewia

microcosL.の葉と共に,葉巻タバコの覆葉として愛用され,そのために栽培することもあるという｡材は

灰色で気乾比重約0.53,厚板,家具,箱などに利用する｡ (未完)
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